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平
均
寿
命
が
伸
び
「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
が
到
来
す
る
と
い
わ
れ
る
現
在
、
人

生
を
長
く
楽
し
む
た
め
に
も
、
健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
の
食
生
活
や
運
動
習
慣

の
獲
得
な
ど
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
今
月
の
特
集
で
は
、
少
し
で
も
健
康
で

人
生
を
楽
し
む
た
め
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
人
の
体
力
に
は
「
生
存
す
る
体
力
」
と

「
行
動
す
る
体
力
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

「
生
存
す
る
体
力
」と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
か
ら
身
を
守
る
力
や
寒
暖
に
対
し
て

体
温
を
一
定
に
す
る
力
な
ど
外
部
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
身
を
守
る
力
で
す
。
一
方
、「
行

動
す
る
体
力
」
と
は
行
動
を
起
こ
す
力

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
勝
山
市
の
健
康
づ
く
り
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
山
次
先
生
に

伺
い
ま
し
た
。

れ
ば
と
痛
感
す
る
の
は
、
足
腰
が
弱
っ
て

き
た
り
、
だ
ん
だ
ん
と
日
常
生
活
に
お
け

る
動
作
が
困
難
に
な
る
く
ら
い
「
行
動
す

る
体
力
」が
低
下
し
て
か
ら
で
す
。

　
「
生
存
す
る
体
力
」は
医
学
に
よ
っ
て
維

持
で
き
る
の
で
、「
行
動
す
る
体
力
」が
低

下
し
て
も
日
本
人
の
場
合
、
介
護
・
寝
た

き
り
状
態
に
な
っ
て
も
平
均
9
～
12
年

は
生
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
を
0

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
少

し
で
も
短
く
す
る
よ
う
に
生
活
習
慣
を

変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

人
の
脳
の
性
質
は
、「
新
し
い
こ
と
を

取
り
入
れ
た
り
、
日
々
の
生
活
習
慣
に
大

き
な
変
化
を
起
こ
す
こ
と
」
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
と
体
は
無
意
識
的
に
拒

否
反
応
を
示
し
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
成

功
し
な
い
の
も
同
じ
で
す
。
無
理
な
食
事

　

福
井
県
健
康
政
策
課
統
計
に
よ

る
と
、
県
内
の
男
性
と
女
性
の「
平

均
寿
命
」と
健
康
で
活
動
的
に
暮
ら

せ
る
期
間
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
を

比
較
し
た
場
合
、
男
性
で
1
・
5

歳
程
度
、
女
性
で
3
・
3
歳
程
度

健
康
寿
命
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

行
動
行
動
す
る
す
る
体
力
体
力
を
高
め
よ
う

三
日
坊
主
は
当
た
り
前
⁉

三
日
坊
主
に
な
る
の
は
当
た
り
前

デ
ー
タ
で
見
る

「
健
康
寿
命
」と「
平
均
寿
命
」

「
生
存
す
る
体
力
」と

�

「
行
動
す
る
体
力
」

男性

福井大学　
山
や ま じ

次 俊
しゅんすけ

介 准教授

70

74

78

82

86

90

R3R2R1

80.1 80.6 81.1

78.5 79.1 79.5

行
動
す
る
体
力

健康寿命

平均寿命

教
え
て
山
次
先
生
！

健康で
人生を楽しむ

第1特集
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（
筋
力
や
パ
ワ
ー
）、
持
続
す
る
力
（
ス
タ

ミ
ナ
）
な
ど
体
を
動
か
す
た
め
の
力
で

す
。
私
た
ち
は
科
学
や
医
学
の
発
展
に

よ
っ
て「
生
存
す
る
体
力
」を
高
め
る
こ
と

に
成
功
し
、
平
均
寿
命
は
飛
躍
的
に
延
伸

し
ま
し
た
。
一
方
で
、「
行
動
す
る
体
力
」

は
科
学
や
医
学
の
力
で
は
高
め
る
こ
と

が
で
き
ず
、
運
動
の
時
間
を
自
分
で
作
ら

な
い
限
り
、「
行
動
す
る
体
力
」は
高
め
ら

れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
体
は
「
使
え
ば
使
っ
た
だ
け

強
く
な
る
」
が
「
使
わ
な
け
れ
ば
弱
く
な

る
」
と
い
う
原
則
で
維
持
さ
れ
て
い
る
の

で
、
加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
体
力
に
備

え
て
貯
金
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
多
く
の
人
が
貯
金
し
な
け

制
限
や
運
動
を
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
て
体

が
拒
否
反
応
を
示
す
か
ら
で
す
。
い
く
ら

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
し
て
も
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
三
日
坊
主
に
な
り

ま
す
。
無
理
な
活
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
と
い
う
健
康
に
効
く
薬
は
、『
ご
飯
』

と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
ご
飯
を
一
日

に
た
く
さ
ん
食
べ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以

降
食
べ
な
け
れ
ば
餓
死
し
ま
す
。
毎
日
適

切
な
量
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
運
動
は
毎
日
、
ま
た
は
定

期
的
に
実
践
し
て
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

な
い
、
む
し
ろ
楽
し
い
と
思
う
も
の
を
取

り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。機会があれば

運動しようと
思いますか？

A

C
タイプ
D

B

運動習慣は
　ありますか？

息の弾む活動を
週3回以上
1回30分以上
続けていますか？

は　い

は　い

いいえ

いいえ

資
料
：
福
井
県
健
康
政
策
課
統
計

女性

次ページへ続く

70

74

78

82

86

90

R3R2R1

87.2 87.6 87.5

84.0 84.4 84.1

健康寿命

平均寿命

皆さんはどのタイプ？
チェックしてみましょう。

次ページへ続く

タイプ

タイプ

タイプ

は　い いいえ

第1特集　健康で人生を楽しむ
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すばらしい！！！
その調子でご自身のペースで運動を続けましょう

頑張っていますね！！
運動習慣を定着させるために
市の教室も活用しましょう

　プールは天候に左右されずに
利用することができます。膝や
腰に痛みがある方も水の中では
負担なく運動することができま
すよ。運動した後はサウナで整
いましょう。みなさまのご利用ス
タッフ一同お待ちしています！

勝山市にはジオアリーナや市営温水プールなどの体育施設があります。ぜひご活用ください。

　健康運動指導士による「個別プログラム運動教室」にぜひご
参加ください。1人ひとりに合った運動プログラムを作成し、
運動に関する相談やマシンを使った運動方法をアドバイスし
ています。（単発の教室、予約制）

【脂肪燃焼プログラム】【脂肪燃焼プログラム】
　12月16日㈯、2月12日（月・祝）、3月16日㈯　

【下半身強化プログラム】【下半身強化プログラム】
　1月8日(月・祝)、2月17日㈯

【足腰の筋力アッププログラム】　【足腰の筋力アッププログラム】　3月11日㈪
【体幹強化プログラム】【体幹強化プログラム】　　1月20日㈯

時間▶①午後1時～ 2時　②午後2時～ 3時
講師▶(有)パワーリンク（健康運動指導士）
参加費▶500円　定員▶①②各5人
申・問健康体育課（すこやか内）　☎87-0888

　休日は寝てばかりいましたが、個別プロ　休日は寝てばかりいましたが、個別プロ
グラムに参加してからは週末は必ずジオアグラムに参加してからは週末は必ずジオア
リーナに行っています。行けなリーナに行っています。行けな
い日が続くと落ち着きません。い日が続くと落ち着きません。
体も引き締まり、変化が見えて体も引き締まり、変化が見えて
嬉しいです♪ （40代・男性）嬉しいです♪ （40代・男性）

実績例（３か月）
脂肪量－0.6kg / 筋力量＋1.5kg / 体脂肪率－1.1％

市営温水プール
新
あらたに

谷 望
み え

恵 さん

　今年の4月から運　今年の4月から運
動を始めました。去動を始めました。去
年の健康診断では年の健康診断では
引っかかった項目引っかかった項目
がありましたが、今がありましたが、今
年はすべて異常な年はすべて異常な
しでした！しでした！

　普段、ほぼ毎日一緒にジ　普段、ほぼ毎日一緒にジ
オ ア リ ー ナ で1時 間 のオ ア リ ー ナ で1時 間 の
ウォーキングをしています。ウォーキングをしています。
都合が合えばすこやかでの都合が合えばすこやかでの
運動教室にも参加していま運動教室にも参加していま
す。教室の運動は、自宅です。教室の運動は、自宅で
もできるので参考になりまもできるので参考になりま
す。す。

A
タイプ

B
タイプ
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危ない！！！！！
まずは、座っている時間を短くするところから始めましょう

頑張りましょう！
おうちでできる運動から取り組んでみましょう！

　運動習慣がなく、何をしたらいいのか分からな
いという方には、『大人のためのリフレッシュ運動
教室』がお勧めです。無理のない強度の運動です。

（参加費無料・予約制）

「簡単＆気軽に おうちで体操」
　運動習慣がなく、できれば動き
たくないと思っているあなたに
は、1本5分程度の動画を見なが
らできる「簡単＆気軽に おうちで
体操」がおすすめです。
　毎日忙しい方もスキマ時間や寝る前、家事をし
ながらでもできますよ。

【教えて山次先生！（ミニコラム）】
「健康によい活動は最低限のことから」
　運動というと、早朝ジョギング、ジムでト
レーニング、またはプールで水中ウォーキン
グなど“しっかりした運動”をイメージするかも
しれません。これらの運動はちょっと合わな
い、難しいという人は、一日の生活の中で「座
りっぱなし、寝っ転がりっぱなし」の時間を探
しましょう。
　まずはその時間の何割かを「立つ」に変えて
みましょう。そして、「動く（歩く）」に変えら
れると立派な運動習慣の出来上がりです。座
る時間を少しでも立つ時間に変えるだけで総
死亡率、心臓病罹患リスクが下がると報告さ
れています。

動画はこちら
（市公式YouTube）

お腹周りが気になる方には
「お腹周りシェイプ」

ごろごろが好きな方には
「ごろごろ体操」

【楽々セルフケア体操】【楽々セルフケア体操】
と　き▶12月18日㈪　午前10 ～ 11時
ところ▶すこやか　集団健診室　

【コリ・歪みに効く ボディメンテナンス】【コリ・歪みに効く ボディメンテナンス】
と　き▶1月16日㈫　午後2時～ 3時
ところ▶すこやか　集団健診室

【冷え改善！骨盤エクササイズ】【冷え改善！骨盤エクササイズ】
と　き▶1月23日㈫　午前10 ～ 11時
ところ▶すこやか　多目的ホール
申・問健康体育課（すこやか内）　☎87-0888

D
タイプ

C
タイプ
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市
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
週
に
１

回
の
体
操
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り

会
館
な
ど
を
会
場
に
、
別
の
会
場
に
い
る

先
生
と
画
面
上
で
や
り
取
り
を
し
な
が

ら
、
楽
し
く
全
身
を
使
う
体
操
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
体
操
教
室
当
日
は
、
会
場
と
な
る
市
内

各
ま
ち
づ
く
り
会
館
（
勝
山
・
平
泉
寺
・

鹿
谷
・
遅
羽
）、
猪
野
瀬
こ
う
み
ん
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぎ
、
5
か
所
同
時
に
体

操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
１
会
場
に
は
、
数
名
～
十
数
人
の
方
が

集
ま
り
、
身
近
な
会
場
で
、
フ
レ
イ
ル
予

防
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
フ
レ
イ
ル
と
は
…
」

　

加
齢
に
よ
り
心
と
体
の
働
き
が

弱
っ
て
き
た
状
態
。
予
防
に
は
、運
動・

栄
養
・
社
会
参
加
が
効
果
的
で
す
。

無
理
な
く
楽
し
む週
1
回
オ
ン
ラ
イ
ン
の
体
操
教
室

会場は近所の
まちづくり会館

来年3月まで開催！体操教室

質問があれば
先生と直接やりとりも！

　身近なまちづくり会館が会場なので、参加しや
すかったです。
　激しい運動は続かないけど、座りながらの体操
だから、無理なくできます。普段使わない部分を
動かして、毎週続けていると肩や股関節も前より
動くようになりました。
　最初は「毎週教室に参加できるかな」と思ってい
ましたが、みんなと会って話しをするのが楽しく
て、それを楽しみに毎週の教室も続けられます。

　体操教室は、来年の３月まで実施しています。
運動や地域の方との交流に興味のある方は、　
ぜひご参加ください。
と　き▶毎週火曜日（年末年始除く）
　　　　午前10時～ 11時
と ころ▶各まちづくり会館（勝山（＊）・平泉寺・

鹿谷・遅羽）、猪野瀬こうみん館
対象者▶65歳以上の市民
参加費▶1,000円（12 ～３月分）

（＊）勝山まちづくり会館は定員に達しました
申・問健康体育課　☎87-0900

近所で
フレイル予防

心心
もも
身
体
身
体
もも
健
康
健
康
にに

心
も
身
体
も
健
康
に

楽しいね！

参加者の声
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い
つ
ま
で
も
元
気
に
動
け
る
身
体
づ
く
り
に
は

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
大
切
で
す
！

　
食
事
の
中
で
も
、
特
に
、
た
ん
ぱ
く
質

は
筋
肉
を
構
成
す
る
大
切
な
栄
養
素
で

す
。
筋
肉
は
新
し
く
作
り
直
し
て
機
能
を

維
持
す
る
の
で
、
毎
食
、
食
事
か
ら
摂
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
充
分
に
摂
取
し
て
い

な
い
と
、
分
解
だ
け
が
進
み
、
合
成
さ
れ

な
い
の
で
筋
肉
が
痩
せ
て
し
ま
い
、
身
体

を
支
え
る
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

【たんぱく質を多く含む食材】
魚・肉・卵・大豆製品・乳製品

【
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
１
日
３
食
が
基
本

②
た
ん
ぱ
く
質
は
毎
食
欠
か
さ
な
い

③
牛
乳
・
乳
製
品
で
カ
ル
シ
ウ
ム
も
補
給

④ 

筋
肉
の
合
成
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
や

果
物
を
毎
日
食
べ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
を
補
給

た
ん
ぱ
く
質
で

�

身
体
づ
く
り

食べて元気

【たんぱく質をプラス】
いつもの献立に大豆料理を取り
入れよう！
◆呉汁

さわらび会

おすすめメニュー！

　
市
内
の
体
育
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど

で
は
、
若
い
方
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
が
、
様
々
な
運
動
で

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
を
長
く
続
け
て
い
る
方
に
話
を

伺
う
と
「
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
無
理

な
く
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
運
動
で
き
る
時
間
が
な
い
」「
め
ん

ど
く
さ
い
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
の
時
間
だ
け

で
も
体
を
動
か
し
て
み
る
。
そ
の
行
動

が
積
み
重
な
る
と
、
人
生
の
長
い
時
間

を
楽
し
く
活
動
で
き
る
こ
と
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。

　
若
い
か
ら
大
丈
夫
、
年
を
と
っ
た
か

ら
無
理
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に
無
理

な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
探
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
健
康
で
人
生
を
楽
し
む
。
今
日
か
ら

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第1特集　健康で人生を楽しむ
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勝
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
表
現

　

新
中
学
校
校
舎
の
外
観
は
、
勝
山
市

が
世
界
に
誇
る
恐
竜
、
地
層
と
い
っ
た

特
徴
を
い
か
し
、
層
が
積
み
重
な
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。
地
層
の

中
で
生
ま
れ
る
発
見
、
交
流
、
学
び
が

子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
育
て
る
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
勝
山
で
生
ま
れ
た
こ
と
を

誇
れ
る
、
勝
山
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
学
校
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
、
３
階
に
は
教
室
な
ど
か
ら
出
入

り
で
き
る
、
雨
雪
の
吹
込
み
を
防
ぐ
構

造
の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
、
集
会
な
ど

で
廊
下
が
混
雑
す
る
際
の
移
動
通
路
と

す
る
ほ
か
、
生
徒
の
憩
い
の
場
や
避
難

経
路
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

他
者
と
交
わ
り
な
が
ら
学
ぶ

『
学
び
の
丘
』

　

探
究
学
習
の
活
動
場
所
、
出
会
い
と

交
流
の
場
と
な
る
『
学
び
の
丘
』
を
建
物

中
央
北
側
に
設
け
ま
す
。

　
『
学
び
の
丘
』
は
、
東
西
の
大
階
段
か

ら
２
階
、
３
階
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
と
つ
な
が
る
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
新

た
な
交
流
や
様
々
な
本
と
出
会
え
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、交
流
、憩
い
、

個
人
学
習
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど

様
々
な
機
能
を
設
け
、
生
徒
の
主
体
的

な
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

　
『
学
び
の
丘
』
以
外
に
も
、
外
部
講
師

に
よ
る
、
将
来
の
目
標
や
進
路
に
か
か

わ
る
授
業
な
ど
多
く
の
生
徒
が
集
ま
り
、

集
会
や
個
別
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
、

軽
運
動
も
可
能
な
多
目
的
室
な
ど
を
設

け
ま
す
。

　
「
勝
山
市
立
中
学
校
建
設
基
本
計
画
」

に
示
し
た
基
本
理
念
、
目
指
す
学
校
像
・

生
徒
像
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び

伸
び
と
学
ぶ
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
、
来
月
2
回
に
分
け
て
基
本
設

計（
案
）の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東西の大階段は、通常の移動通路と
して利用できるのはもちろん、階段
を座席とし読書、集会、講演会など
多岐に活用します。

中高で共有するメディアセンター
は、東西の大階段および3階の調べ
学習室につながる学びの丘の中心部
分であり、図書閲覧のほか授業や
様々な交流や活動の中心となりま
す。

グラウンド側から見た「学びの丘」の断面図

②メディアセンター

①④大階段

③調べ学習室

②メディアセンター

１階広場
①西側大階段 ④東側大階段

学びの丘

多目的室

第２特集　中学校再編第２特集　中学校再編

新中学校建設基本設計（案）新中学校建設基本設計（案）

みんなが集う“学びの丘”みんなが集う“学びの丘”

グラウンド側から見た新中学校校舎

※内容は今後変更する可能性があります

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
側

長
山
側
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地
下
通
路
と

�

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
バ
ス
待
合
所

　
地
下
通
路
は
、
勝
山
の
「
森
」「
丘
」
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
自
然
を
感
じ
ら
れ
る

内
装
と
し
、
明
る
い
照
明
の
中
、
木
漏

れ
日
の
よ
う
に
床
を
照
ら
す
こ
と
で
、

ま
る
で
外
に
い
る
か
の
よ
う
な
空
間
と

し
ま
す
。

　

地
下
通
路
は
幅
約
５
・
５
ｍ
×
高
さ

約
２
・
５
ｍ
と
、
天
井
高
、
通
路
幅
を

大
き
く
確
保
す
る
こ
と
で
、
圧
迫
感
の

少
な
い
造
り
と
す
る
ほ
か
、
新
中
学
校

か
ら
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
間
の
屋
根
付
き
通

路
や
地
下
通
路
は
上
足
ル
ー
ト
と
下
足

ル
ー
ト
を
分
け
、
床
が
汚
れ
な
い
よ
う

に
配
慮
し
ま
す
。

　

地
下
通
路
へ
の
出
入
口
に
は
、
監
視

カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
す
る

ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
持
っ
た

自
動
扉
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

安
全
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
雨
の
際
に
地
下
通
路
に
雨
水

が
入
ら
な
い
構
造
と
し
ま
す
。

　
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
バ
ス
待
合
所
は
、
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
関
係
者
出
入
口
と
地
下
通
路

出
入
口
の
間
に
設
け
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
入
る
高
さ
の
屋
根
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
雨
や
雪
に
影
響
を
受
け
ず
に
乗
降

で
き
る
ほ
か
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
へ
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

ジオアリーナバス待合所から新中
学・高校昇降口に至る経路は、屋根
付き通路および地下通路とし、雨や
雪に影響されない通路とします。上
部はバルコニーとなっています。

開放的な学びの丘につながりながら
も、防音等に配慮するとともに、勉
強の合間に友達と休憩する場所を設
けるなどリラックスしながら学習で
きる空間を創ります。

断面図

③調べ学習室

地下通路

ジオアリーナバス待合所

⑤通学路

⑤通学路

グ
ラ
ウ
ン
ド
側（
南
側
）

高
校
校
舎
側（
北
側
）

廊下

廊下

廊下

3年生教室

2年生教室

1年生教室

③調べ学習室

1階広場

②メディアセンター

計画の詳細は「第3回勝
山市立中学校再編準備
委員会-議事録・資料」
でご覧ください

学びの丘

説
明
会
の
開
催

　

２
月
ご
ろ
に
説
明
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

下足ルート下足ルート

地下通路出入口地下通路出入口

上足ルート上足ルート
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早期アルツハイマー型
 　　認知症診断支援システム

福井勝山総合病院
放射線科　植松秀昌

　
高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
患
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
最
も
多
い
原
因
が
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
異
常
タ
ン
パ
ク
質
が
脳
に
蓄

積
、
神
経
細
胞
が
死
滅
し
、
脳
が
徐
々

に
萎
縮
し
て
発
症
し
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
側
頭
葉
の
海

馬
と
呼
ば
れ
る
場
所
か
ら
脳
萎
縮
が
始

ま
り
、
徐
々
に
萎
縮
範
囲
が
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
か

な
り
進
行
し
た
状
況
で
は
C
T
、

M
R
I
の
画
像
か
ら
海
馬
の
萎
縮
が

は
っ
き
り
と
認
識
で
き
ま
す
が
、
早
期

で
は
海
馬
の
萎
縮
は
軽
度
で
あ
り
、
視

覚
的
に
萎
縮
程
度
を
判
断
す
る
の
は
困

難
で
す
。

　
早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
診

断
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
V
S
R
A
D

（
ブ
イ
エ
ス
ラ
ド
）は
患
者
さ
ん
の
脳
の

M
R
I
画
像
を
同
年
代
の
健
常
者
の
画

像
と
比
較
し
て
、
統
計
学
的
な
解
析
を

行
い
、
海
馬
の
萎
縮
程
度
を
数
値
化
す

る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
で
す
。

　

健
常
者
で
は
こ
の
数
値
が
1
・
0

以
下
で
す
が
、
こ
の
数
値
が
2
・
0

を
超
え
る
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
診
断
は
専
門

医
に
よ
る
問
診
、
診
察
、
脳
の
萎
縮
程

度
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
診
断
さ
れ
ま

す
。

　
福
井
勝
山
総
合
病
院
で
も
専
門
医
の

依
頼
に
応
じ
て
頭
部
M
R
I
検
査
に

V
S
R
A
D
に
よ
る
解
析
を
追
加
し
て

い
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
症
状
を

お
持
ち
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

側頭葉の萎縮は認
めず、VSRADの解
析でも数値は0.9と
2.0以下であり、正
常と判断されます。

側頭葉は萎縮して
おり、わかりやす
いように萎縮範囲
が赤色で着色され
ています。VSRAD
の解析では数値が
8.87と2.0を 大 き
くこえており、アルツハイマー
病が疑われます。 

健常者の画像アルツハイマー病の
可能性が高い方の画像

か

子育て 情報ステーシヨン

つやままんなかこども
　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

どんなことをして過ごしてるの？
・ 地域の方とのイベント

や読み聞かせ会
・ ド ッ ジ ボ ー ル な ど の  

運動
・ クラフト工作、チャレ

ンジ遊び
・宿題や読書

　放課後などに様々な体験活動をして過ごせる場として、市内9か所に児童館などがあり、すべての
子どもたちが無料で利用できます。

利用できる子ども
市内に住所を有する　
小学生　
 ※ 利用には事前に　
　 申請が必要です

問こども課　☎88－8771

保護者の声

勝山市児童センター勝山市児童センター
～放課後・長期休暇などの子どもたちの居場所づくり～～放課後・長期休暇などの子どもたちの居場所づくり～

子どもたちの興味、地域と
の関わり、季節の行事など
考慮し企画しています!

●●
●

●

開設時間
平日　午後1時30分

～６時
※ 土曜日・長期休暇は

午前８時～午後６時

地区の子どもは少ないですが、
ここでお友達と楽しく過ごし
ているので安心しています。毎
月ある行事も喜んでいます。
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昭
和
19
年
度
の
勝
山
町
の
学
校

　
勝
山
町
役
場
文
書
に
は
学
事
報
告
が
綴

じ
込
ま
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら

３
つ
の
学
校
に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
表
参

照
）。
国
民
学
校
か
ら
見
て
い
く
。
初
等

科
は
６
学
年
ま
で
高
等
科
は
２
学
年
ま
で

在
学
し
た
。
男
子
校
と
女
子
校
に
分
か
れ

た
の
は
明
治
41
年（
1
9
0
8
）で
、
国
民

学
校
と
名
称
が
変
わ
っ
た
の
は
昭
和
16
年

（
1
9
4
1
）で
あ
る
。

　

両
校
合
わ
せ
て
52
学
級
で
生
徒
数
が

2
7
3
6
人
、
今
の
小
学
校
に
当
た
る
初

等
科
だ
け
で
も
42
学
級
2
3
2
9
人
で
あ

る
。
こ
の
数
字
は
あ
く
ま
で
も
勝
山
町
だ

け
の
数
字
で
あ
る
。
当
時
の
町
の
人
口
は

1
3
8
6
3
人

で
う
ち
６
歳
か

ら
12
歳
だ
け
で

人
口
の
3
分
の

１
を
占
め
、
人

口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

で
言
え
ば
富
士

山
型
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

18
年
度
高
等
科
卒
業
生
1
2
2
人
に
つ

い
て
見
る
と
、
男
子
校
は
就
職
が
60
人
、

青
年
学
校
入
学
41
人
、
満
蒙
開
拓
義
勇
軍

６
名
な
ど
で
あ
る
。
同
じ
く
女
子
校
は
青

年
学
校
48
人
、
勝
山
女
学
校
29
人
、
工
場

22
人
、
農
業
・
他
行
就
職
が
26
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
勝
山
高
等
女
学
校
は
前
年
に
実
科
高
等

女
学
校
か
ら
名
称
が
変
わ
っ
た
ば
か
り
の

学
校
で
２
年
制
で
あ
っ
た
。
98
人
中
の
現

勝
山
市
域
外
の
出
身
は
１
割
に
満
た
ず
3

分
の
2
が
勝
山
町
で
あ
っ
た
。
戦
時
中
で

あ
っ
た
た
め
か
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
期

間
動
員
、
通
年
動
員
が
行
わ
れ
た
。
前
者

は
農
村
動
員
で
麦
手
入
と
刈
取
、
田
植
、

草
刈
な
ど
に
延
べ
2
0
1
6
人
、
託
児
所

へ
3
9
6
人

な
ど
、
後
者

は
５
月
か
ら

12
月
ま
で
松

文
、
兄
弟
会

社
へ
出
動
と

あ
る
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 58

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋
　
勝
高
生
が
活
躍

福
井
県
高
等
学
校
新
人
大
会

【
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
男
子
学
校
対

抗
▼
準
優
勝（
☆
）、
女
子
学
校
対
抗
▼
第

3
位
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
準
優
勝 

宮
川

力
也
・
田
中
天
祥
ペ
ア（
☆
）、
第
3
位 

鎌

田
塁
斗
・
池
田　
輝
ペ
ア（
☆
）

※ 

☆
は
1
月
開
催
の
全
国
高
校
選
抜
大

会
北
信
越
予
選
会
に
出
場

【
陸
上
競
技
部
】
女
子
1
0
0
ｍ
▼
第
3

位 

木
下
ゆ
き（
◇
）、
女
子
4
0
0
ｍ
▼
第

4
位 

山
口
優
月（
◇
）、 

女
子
2
0
0
ｍ
▼

第
6
位 

山
口
優
月

【
弓
道
部
】
個
人
男
子
▼
第
5
位 

原
田
駿

（
◇
）、個
人
女
子
▼
第
4
位 

四
谷
絢
香（
◇
）

【
男
子
テ
ニ
ス
部
】学
校
対
抗
▼
第
３
位

※ 

◇
は
北
信
越
大
会
出
場

北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

女
子
1
0
0
ｍ
▼�

第
6
位 

木
下
ゆ
き

福
井
県
総
合
美
術
展　
日
本
画
部
門

【
芸
術
部
】高
文
連
賞
▼
横
山
結
香

※ 

昨
年
に
引
き
続
き
連
続
入
賞

ふ
く
い
理
数
グ
ラ
ン
プ
リ 

高
校
の
部 

【
物
理
部
門
】優
秀
賞
▼

鈴
木
陽
翔　
島
田
優
大　
朝
日
向
琉
輝

 

福
井
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
高
校
B
部
門

【
吹
奏
楽
部
】金
賞

全
国
食
育
王
選
手
権
大
会 

特
別
賞（
女
子
栄
養
大
学
学
長
賞
）

▼
久
保
朱
莉　
吾
田
杏
奈　
川
村
彩
花

勝
高
の「
探
究
」、
進
化
中
！

　
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
Ⅰ
」を
実
施
し
ま

し
た
。
各
自
の
探
究
に
つ
い
て
、
1
年
生

は
「
テ
ー
マ
設
定
の
理
由
」、
2
年
生
は

「
テ
ー
マ
の
具
体
的
な
進
め
方
や
課
題
の

解
決
」
に
関
し
て
、
学
年
の
枠
を
超
え
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
3
年
生

も
参
加
し
、
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。
次
回

の
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

Ⅱ
」
は
、
大
学
や
企
業
の

方
な
ど
外
部
の
方
を
招
聘

し
て
2
月
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

「
恐
竜
テ
ー
マ
の
楽
曲
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
吹
奏
楽
部
で
は
、
音
楽
の
力
で
地
元
勝

山
を
P
R
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

締
12
月
31
日
㈰

勝高ＨＰ

成器男子国民学校の校舎（明治41年）

詳細はこちら

校　　名 学級数 生徒数
成器男子
国民学校

初等科 24 1,240人
高等科 ６ 249人

成器女子
国民学校

初等科 18 1,089人
高等科 4 158人

勝山高等
女学校

一学年 1 49人
二学年 1 49人

（表）
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　広報紙で紹介しきれ
なかった話題もSNSで
発信しています。

地域の話題を発信中！

勝山市役所 PR室

Facebook

　勝山ライオンズクラブから街路灯一基（元禄線
に設置予定）、㈱北陸山川モータースから95,200
円、勝山市出身で現在岡山県に在住の小山茂明さ
んから100万円、越前信用金庫から20万円のご寄
附をいただきました。

　秋季火災予防運動に合わせ、消防団や消防署が
参加し、市役所周辺の3か所からポンプ車などの
消防車両が防火パレードを行
いました。またサンプラザで
は南こども園の園児が啓発チ
ラシを配りました。

　九頭竜川で捕れたアユ「九頭竜川勝山あゆ」が市
内全小中学校の給食で提供されました。小学校低
学年はあゆの切身のからあ
げ、小学校高学年と中学校は
塩焼きが出され、おいしそう
に頬張っていました。

ご寄附ありがとうございました

11/9 防火意識を高めよう

11/7 あゆ給食 児童・生徒に大好評

㈱北陸山川モータース

越前信用金庫小山茂明さん

勝山ライオンズクラブ

広報かつやま12月号 №829広報かつやま12月号 №829　　　　 14 14



予　算　額 支出済額及び支出率（対予算）
一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注） 予算額、収入済額、支出済額には、繰越明
許費および事故繰越を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億5,575万円

22億7,614万円

40億9,386万円

10億9,142万円

1億484万円

6億8,685万円

7億7,831万円

15億7,468万円

3億4,472万円

11億2,731万円

20億8,589万円

12億316万円

4,754万円

155億7,047万円

52.0%

26.9%

34.9%

32.7%

100%

38.8%

40.8%

18.0%

41.5%

41.1%

0.3%

51.8%

0.0%

30.1%

8,096万円

6億1,289万円

14億2,702万円

3億5,721万円

1億484万円

2億6,641万円

3億1,780万円

2億8,369万円

1億4,292万円

4億6,378万円

563万円

6億2,295万円

0万円

46億8,610万円

特別会計予算の執行状況
会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額

育 英 資 金 2,818万円 738万円 1,035万円
下 水 道 事 業 11億62万円 3,977万円 3億1,875万円
国 民 健 康 保 険 24億7,002万円 9億3,699万円 8億9,382万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億9,293万円 2億9,152万円 1億517万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億6,174万円 11億8,542万円 11億6,118万円
介護サービス事業勘定 900万円 391万円 294万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1億9,725万円 2,109万円 7,292万円
市 有 林 造 成 事 業 4,909万円 3万円 1,138万円

特 別 会 計 合 計 71億883万円 24億8,611万円 25億7,651万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

市税の収入状況

予 算 額　合計 27億5,336万円
収入済額　合計 17億1,014万円

11億7,785万円
5億8,441万円

11億7,587万円
8億6,602万円

9,010万円
8,381万円

1億5,725万円
6,671万円
2,062万円
1,134万円

1億3,167万円
9,785万円

　また、現在高115億8,156万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
14億5,820万円
37億1,073万円

4,360万円
5億1,818万円
4億3,925万円
3億4,239万円
2億3,287万円
5,566万円

47億8,068万円
115億8,156万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～0.5％以下
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
101億2,598万円
10億3,881万円
3億6,100万円
5,577万円

割　合
87.4%
9.0%
3.1%
0.5%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらう
ことで世代間の負担を公平にする効果があります。 
　市では、市債の中でもなるべく普通交付税として
後年度に国から財源措置される市債の借り入れを行
うこととしており、公共事業及び公共施設の整備な
どに充てています。9月末現在の残高は115億8,156
万円（前年同月末比2.7％の減）となっていますが、
そのうち64.1％にあたる74億2,158万円が普通交付
税として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について

会　　　計　　　名 現　在　高
一 般 会 計 115億8,156万円
　うち臨時財政対策債除く 74億470万円

特
別
会
計

下 水 道 事 業 47億519万円
農 業 集 落 排 水 事 業 10億6,602万円
市 有 林 造 成 事 業 4,090万円

合　　　　計 173億9,367万円

令
和
5
年
度
　
上
半
期
の
状
況
　（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

�

問
財
政
課（
市
役
所
3
階
）☎
88
‐
8
1
2
0

　
市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
5
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
～
9
月
30
日
）に
お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税

の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市債状況

市 税

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割
交付金
法人事業税交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

17億1,014万円

4,982万円

35万円

392万円

0万円

3,001万円

2億9,693万円

468万円

1,380万円

26億7,069万円

103万円

486万円

5,974万円

5億1,209万円

1億8,509万円

305万円

8,358万円

0万円

6億5,225万円

2,053万円

0万円

63億256万円

62.1%

30.7%

14.1%

21.8%

0.0%

51.3%

54.5%

33.5%

78.4%

65.1%

42.7%

15.1%

43.6%

20.3%

8.9%

50.5%

52.6%

0%

255.5%

4.1%

0.0%

40.5%

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

27億5,336万円

1億6,620万円

250万円

1,800万円

1,700万円

5,850万円

5億4,500万円

1,400万円

1,760万円

41億230万円

240万円

3,210万円

1億3,700万円

25億1,851万円

20億7,127万円

605万円

1億5,877万円

5億9,256万円

2億5,525万円

5億525万円

16億85万円

155億7,047万円
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市
で
は
、
市
道
で
作
業
す
る
除
雪
車

に
G
P
S
機
器
を
搭
載
し
、
除
雪
作
業

状
況
（
除
雪
車
の
現
在
位
置
や
走
行
軌
跡

の
確
認
）
を
地
図
上
で
把
握
で
き
る
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は
、『
み
ち
情

報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
』
で
福
井
県
や
他
市
の

除
雪
状
況
と
合
わ
せ
て
一
体
的
に
表
示
さ

れ
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
大
雪
時
に
、
安
全
に
通
れ
る
道
や
迂
回

路
の
確
認

に
ご
活
用

下
さ
い
。

水
道
管
の″
凍
結
防
止
〟

　

冬
期
間
は
、
水
道
管
が
凍
結
・
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◉
水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認
・
除
雪

◉
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
を
防
寒

◉ 

長
期
不
在
の
場
合

は
、
給
水
中
止
の

手
続
き
を
と
る
か
、

水
道
メ
ー
タ
ー
横

に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
る

漏
水
し
た
場
合
は
？

　

水
道
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓
を
閉
め
、

早
急
に
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

水道メーター
止水栓

雪雪
に
ご
用
心
！

　「
守
ろ
う
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
」

◉ 

水
量
が
少
な
い
場
合
は
、
水
路
な
ど

へ
の
投
雪
を
控
え
る

◉ 

流
雪
溝
を
詰
ま
ら
せ
な
い

◉ 

下
流
で
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て

い
る
情
報
を
得
た
際
は
、
投
雪
を

一
旦
止
め
る

◉ 

除
雪
の
妨
げ
に
な
る
路
上
駐
車
、
駐

車
場
へ
の
車
両
放
置
は
厳
禁

◉ 

大
雪
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
と

き
は
、
外
出
を
控
え
る

◉
水
道
水
で
の
融
雪
は
控
え
る

◉ 

開
い
た
投
雪
口（
グ
レ
ー
チ
ン
グ
な

ど
）に
は
必
ず
赤
旗
な
ど
を
立
て
る

◉ 

屋
根
雪
下
ろ
し
で
の
転
落
や
、
除

雪
機
械
に
よ
る
事
故
に
注
意
す
る

　
市
民
の
皆
さ
ん
1
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
で
快
適
に
冬
を
過
ご

せ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
協
力
し
て
冬
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

◉
地
域
ぐ
る
み
で
除
排
雪
を
行
う

　
　

 

除
雪
に
か
か
る
助

成
金
や
除
雪
機
の

貸
出
が
あ
り
ま
す

◉ 

防
火
水
槽
や
用
水
路
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
付
近
の
除
排
雪
を
行
う

詳しくはこちら詳しくはこちら

　
降
雪
前
に
ハ
ウ
ス
を
点
検
し
、
降
雪
被

害
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◉
ハ
ウ
ス
の
除
雪

◉ 

中
柱
を
立
て
る
な
ど
資
材
に
よ
る

補
強

◉ 

融
雪
装
置
の
点
検

農
業
用
ハ
ウ
ス
の″
倒
壊
防
止
〟

雪捨て場は雪捨て場は
九頭竜川「立石線つきあたり」九頭竜川「立石線つきあたり」
　屋根や宅地の雪を捨てる場合
にご利用ください。
　なお、開設は常時ではなく、積
雪の状況により実施します。市
ホームページでご確認ください。
問建設課
　（市民会館２階）
　☎88 ｰ 8107

問道路の除雪
　建設課（市民会館２階） ☎88 ｰ 8107
問除雪作業員の登録・紹介
　総務課（市役所２階） ☎88 ｰ 8125
問屋根雪下ろしの助成金
　健康体育課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
問水道関係
　上下水道課（市民会館２階）☎88 ｰ 8109
問水路・流雪関係
　消防署　 ☎88 ｰ 0400

みち情報ネットみち情報ネット
ふくいふくい

問県土木部道路保全課
　☎0776ｰ20ｰ0477

事業者一覧

幹
線
道
路
の
除
雪
状
況
は

「
み
ち
情
報
ネ
ッ
ト
ふ
く
い
」で

「
ル
ー
ル
」と「
マ
ナ
ー
」

助
け
合
い

各種問合せ先

市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

�

問
健
康
体
育
課
☎
87
‐
０
８
８
８

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
※
助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
登
録

が
必
要
で
す

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
母
子

世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者
と
し
て

市
の
名
簿（
以
下
、
福
祉
票
）に
登

録
さ
れ
、
か
つ
市
が
定
め
る
対
象

要
件
に
該
当
す
る
方

助
成
金　
１
回
１
万
円

※ 

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に
よ
っ
て

は
４
回

※ 

雪
下
ろ
し
前
後
の
写
真（
日
付
入
り
）お

よ
び
領
収
書
の
添
付
が
必
要

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

玄
関
前
の
除
雪
を
手
助
け

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、
福

祉
票
に
登
録
さ
れ
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

費
用　
１
回（
１
時
間
）３
０
０
円

※
一
冬
期
間
６
回
以
内

相
談
先　
健
康
体
育
課

障
害
者
控
除
の
認
定

　
次
の
方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
、
１
月
下
旬
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

 

12
月
31
日
現
在
で
要
支
援
２
ま

た
は
要
介
護
１
～
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方

障
害
者
控
除
の
区
分

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
を
助
成

対
象　

 

65
歳
以
上
の
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
た
方
な
ど
で
、
常
時

車
椅
子
を
使
用
ま
た
は
寝
た
き

り
の
方

費
用　

 

リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

初
乗
り
料
金
。
年
間
36
回
ま
で

※
車
椅
子
用
は
上
限
６
4
０
円

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た
見
守
り

　
調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健
康
な
ど

を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認

を
行
い
ま
す
。

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方

費
用　
１
食
２
５
０
円

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

緊
急
時
に
備
え
て
ご
準
備
を
！

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応
が
困

難
な
世
帯
に
設
置
し
ま
す
。

対
象　

 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
な
ど
で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

費
用　

 

無
料
（
た
だ
し
、
通
話
料
は
自
己

負
担
）

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布

　

自
宅
で
の
緊
急
時
に
救
急
隊
へ
医
療

情
報
な
ど
を
知
ら
せ
る
た
め
の
キ
ッ
ト

を
配
布
し
ま
す
。
冷
蔵
庫
内
の
わ
か
り
や

す
い
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

（
日
中
の
み
高
齢
者
世
帯
も
含

む
）

費
用　
無
料

相
談
先　
地
区
の
民
生
委
員

要介護度 控除区分

要支援２

要介護１

要介護２

障害者
控除

要介護３

要介護４

要介護５

特別
障害者
控除
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宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
助
成
を
受
け
て
、

芳
野
区
が
活
動
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

【
芳
野
区
】

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
・
三
味
線
・
長
胴
太
鼓
・
篠
笛
・

篠
笛
袋
な
ど

市からのお知らせI n fo r m a t i o n

　
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60
歳
を
過
ぎ
た

方
で
も
、
申
出
を
し
て
い
た
だ
く
と
加
入

で
き
る「
任
意
加
入
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
」の
5
年
間
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
で
き
る
方

（
①
～
④
の
全
て
を
満
た
す
方
）

① 

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方

② 

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方

③ 

20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料

の
納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未

満
の
方

④ 

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※ 

60
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
手
続
き

で
き
ま
す

※ 

申
出
を
行
っ
た
日
が
加
入
日
に
な
り
、

加
入
月
か
ら
保
険
料
が
か
か
り
ま
す

※ 

納
付
方
法
は
原
則
、
口
座
振
替
と
な

り
ま
す

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

ど
ん
な
時
に
国
民
年
金
に

　
　
加
入
す
る
の
？

① 

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
厚
生
年
金
加
入
者
を
除
く
）

②
仕
事
を
や
め
た
と
き

③
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

※ 

②
③
の
場
合
は
加
入
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）は

　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
！

　
「
老
齢
基
礎
年
金
」
は
老
後
の
生
活
、

「
障
害
基
礎
年
金
」
は
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
を
負
っ
た
方
の
生
活
、「
遺
族
基
礎
年

金
」
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子

の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
の
生
活
を
そ

れ
ぞ
れ
支
え
て
く
れ
ま
す
。

年
金
の
加
入
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
記
録
や
将
来

の
年
金
見
込
額
の
試
算
な
ど
が
確
認
で

き
る「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ねんきん
ネット
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4
月
に
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
風

景
な
ど
を
写
真
に
収
め
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
は
、
色
づ
き
始
め
た
加
越

国
境
の
山
々
に
雪
が
降
り
、
雪
の

白
と
紅
葉
の
赤
、
そ
し
て
芽
を
出

し
始
め
た
麦
の
緑

が
、
自
然
の
キ
ャ

ン
バ
ス
を
鮮
や
か

に
染
め
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
勝

山
の
自
然
は
素
晴

ら
し
い
と
実
感
し

ま
し
た
。（
T・S
）

編
集
後
記

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時  –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

ヒートショックに
ご注意を

　冬場、浴室や脱衣場・トイレな
ど室内でも特に寒いと感じる場所
はありませんか。暖かい部屋から
寒い場所へ移動した時、気温の差
で急激な血圧変動に繋がり、脳卒
中や心筋梗塞を引き起こす場合が
あります。
　この現象は、「ヒートショック」
と呼ばれ、特に入浴中は、溺水や
溺死など重大事故に繋がる可能性
があります。ご注意ください。
安全に入浴するための注意事項
①入浴前に脱衣所や浴室を暖める
② 湯温は41度以下、湯につかる時

間は10分までを目安
③ 浴槽から急に立ち上がらない
　立ちくらみに気を付ける
④ 食後すぐや飲酒後、医薬品服用

後の入浴は避ける
⑤ 入浴する前は同居者に声をかけ

て意識してもらう
問消防署　☎88－0400

最低賃金・特定最低賃金
改正のお知らせ

　10月1日に県内の最低賃金が改
正され、12月24日からは特定最
低賃金も改正されます。
福井県最低賃金（10月1日改正）

時間額▶931円
福井県特定最低賃金（12月24日改正）

繊維機械、金属加工機械製造業
時間額▶933円
※ これ以外の業種は福井県最低賃

金931円が適用されます
「業務改善助成金」
　事業場内の最低賃金を一定額以上
引き上げ、生産性を向上するための
設備投資などを行う中小企業・小規
模 事 業 者 を 対 象 に、
設備投資などに要し
た費用の一部を助成
します
問福井労働局労働基準部賃金室
☎0776－22－2691

日本語ボランティア
スキルアップ講座

時 1月21日㈰・28日㈰ 午 前10時
～ 11時30分内《第１回》「外国人
学習者のモチベーションを高める
指導や関わり方について」、《第2
回》「日本語学習に役立つ教材の選
び方と効果的な活用展開の仕方」
対 外国人住民への日本語学習支援
に携わっているまたは日本語ボラ
ンティア講座などを受講したこと
がある方講 星亨氏（福井ランゲー
ジアカデミー前校長）定 20人程度
費 無料締 12月25日㈪
※ オンライン（Microsoft Teams）

による講座です
申・問未来創造課　☎88－1115

詳細はこちら
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※延長保証は一部対象外の商品もあります
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